
彦根市埋蔵文化財調査報告第20集

―市立城南小学校増築工事に伴う一

彦 根 市 教 育 委 員会



21世紀まであと 10年たらずに迫 り、コンピューター等ハイテク技術

の急進展に伴いニューメディアに代表 される情報ネットワークの展開は、

21世紀の先取 りとも言えるものがあります。情報化社会は、全国的に同

質のまちを作 りつつあり、地方の特色が薄れつつあるのが現状でありま

しょう。このことは、子供逹の「バ、るさと」意識の希薄イヒに端的に表わ

れています。

文化財は、人々の年活と時間と自然の中で作 られてきた歴史のエッセ

ンスとヒて固有の価値 を持つものでありますが、「 y'、 るさと」を寇直 ヒ

新たな意味を足付ける鏡とヒての可能性を持つ ものであ ります。この様

な意味で「 vふ、るさと」情報の体系化 と発信は、私逹の大 きな責務であり

ますが、本書がその一助となれば幸せです。

最後になりまヒたが、調査にご協力いただきまヒた関係各位に厚 〈お

ネしを申ヒ上げます。

平成 3年

教育長 和 治
山
申 ^田
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1.本書は、平成 2年度に城南小学校の増築工事に伴ない実施 した福満遺跡の発掘調査報

告書である。

2.遺跡は、滋賀県彦根市西今町 380番地である。

3.調査は、彦根市長の依頼に基づき彦根市教育委員会が実施 した。
4.調査体制は次のとおりである。

彦根市教育委員会   社会教育課長   高橋安太
同 課長補佐   小寺 廣

同課文化財係長  日夏秀喜
同課文化財係技師 本田修平

5。 現地の調査および整理作業には次の方々が参加した。

調査作業員   大堤須美子  北川正吉  鈴木千代
出口加寿夫  西村昭三  原 弥助
疋田千鶴子 _古川 久  松林愛子

整理作業員   乾 範子   中嶋容子  西村幸子  以上敬称を略す。
記、して感謝 したい。

7.調査の出土遺物等資料は、本市教育委員会が保管している。
なお、資料中遺構図等で使用している北は、磁北である。
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】
』めじは

福満遺跡の所在する西今町周辺は、南彦根駅の開設や道路整備等の進展、また、宅地開

発の進行による居住人口の増加が著 しい地域である。このため、市立城南小学校の増築が

計画されたものである。

城南小学校は、現在までの調査で福満遺跡上に位置していることが明らかであり、これ

までに増改築時には調査を実施しており、今回も工事以前に調査を行うことで計画をした。

調査に至る経過は、平成 2年 5月 15日付彦教委社第 459号で発掘通知および調査依頼の

提出が彦根市長よりあり、市教育委員会では教育長名で発掘通知の進達ならびに発掘調査

通知を平成 2年 5月 22日付彦教委社第 666号で進達、彦教委社第 664号で調査通知を県教

育委員会教育長あてに提出した。

現地の調査は、先ず重機で盛り土等を取り除きトレンチ設定を行なったが、これと同時

に調査地が小学校の敷地内であるため安全対策として金網を張った柵で現場を囲んだ。そ

の後現地調査を実施したが、調査期間は平成 2年 6月 4日 から同月の30日 までを要した。

遺物整理等の作業は、平成 3年 3月 31日 まで実施した。

福満遺跡をその地理的な条件から見れば、犬上川がその死命を制していた。すなわち、

遺跡は犬上川後背湿地の微高地上に立地しておりt現在までの調査結果から見れば大きく

は 2回の時間的な断絶があり、福満遺跡が立地する微高地が地形的に安定するのは、沖積

地化がある程度進んだ古墳時代以降であった。この断絶の時期は、縄文時代後期後半から

晩期前半と弥生時代の 2時期である。

次に遺物の出土した縄文時代後期前半と晩期後半の遺跡周辺の自然環境を推定すれば、

後期の遺物の中には植物遺体は確認できなかったが、晩期の中に「栃」「栗」「胡桃」等

の実が出土しており深い照葉樹林に包まれていたと思われる。また、後期、晩期ともにそ

の遺物の出土状況はシルト層・砂層等が互層になっている中に遺物が入っているとともに、

その上に包含層、遺構の土が落ち込んだ状態であった。このことは、河川もしくは低湿地

に堆積した2次的な包含層であることをものがたっている。以上の様な過程で形成された

沖積地の上に弥生時代後期以降の遺跡がのっていると考えられる。本遺跡周辺の自然環境

としては、深い照葉樹林の広がる中に大上川の河道および後背湿地が形成され、縄文時代

弥生時代を通して沖積地化が進行していたことが復元できる。ただし、この沖積地化はこ
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の時点で完了したわけではなく、、ある程度沖積地化が進み、その微高地に大規模な集落が

形成された古墳時代から奈良時代にかけても徐々に進んでいたことが考えられ、犬上川の

沖積作用の激しさがうかがえる。

2.調 査 結 果

福満遺跡の今回の発掘調査は、前記した様に市立城南小学校の児童数の増加に伴った増

築工事に先立ち実施 したもので、建物面積は鉄筋コンクリート造り二階建の床面積 357ゴ

の校舎である。この地点は、以前木造校舎のあった時に便所があった所であるとのことで、

攪乱を受けていることが予想された。 トレンチは、安全面との関係で現在の校舎と継 ぐ

廊下部分を除いて設定し、面積は約 170ゴ である。また、この場所は小学校正面入回の北

側であることや北隣りの城南保育園の園児が通るため、はじめに記した様に安全面を配慮

してIIIを作って外部から入れない様にした。

調査は、重機で包含層の上面まで掘 り下 |ザその後人力による手掘 りとしたが、校舎であ

ることから盛 り土が約90cm、  その下に耕作土層が30clnあ り、 平均で 120 cm程掘 り下げ

ることが必要で、その土量はかなりのものであった。また、前述した様に、以前の校舎に

よる攪乱が″心配 されたが、 松の九太杭やぐり石の詰まった長径 lm前後の楕円の穴がト
レンチ北西端で 3ケ所あった 以外は攪乱を受けていなかった。 ただし、 トレンチ北と

南両側の断面では建物基礎が包含層の上面まで入っていた。また、遺構面での基礎の松杭

は杭の残存したものは 6本であるが、 2m× 2。 8mピッチで16ケ所検出できた。以上のこ

とより、今回の トレンチは以前の本造校舎と丁度重なるものであることが確認できた。

遺構面の確認できた地山は、褐黄色粘質土層が主であるが、 トレンチ中央部では褐黄色

砂質土層になる。包含層は暗灰褐色粘質土層が30cm程あり、ほぼ 2回 に分けて掘り下げた。

遺構は土師器、須恵器片が主であり、量的にはあまり包含していなかった。時代的には、

古墳時代の前半から後半にかけてのものが大半であったが、数片ではあるが灰釉陶器片等

が出土してl」・り平安時代までの遺物を含んでいた。また、 1点ではあるが縄文時代の遺物

と考えられる叩石が出土してぃる。今回の調査地は、以前に発掘調査を実施 し縄文時代後

期の遺物が多量に出土した県住宅供給公社の宅地造成地の南隣にあたる地点であり、縄文

時代の遺物の出土が予想されたが、包含層からのこの時代の遺物の出土は、この 1点だけ

であった。
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くSD-1〉

溝 (SD-1)は、 トレンチ北東壁からほぼ南を向いて直線的に走り、湿地状の落ち込

み (SX-1)に かかる所からゆるやかに湾曲して東南方向を向く。このSD-1は 、幅

40cmで深さ20cmを計り、SX-1を 切り込んで形成したものであるが、ピットには切られて

いる。溝内は、黒灰色粘質土が入る一層だけであり、遺物は土師器の小片が数点入っている

だけで具体的にその時代を表わす資料は出土しなかった。

くSB「 1〉
:ト
レンチ南西側で検出した主軸 N-2ど―Eの掘立柱建物で、その規模は現 1犬で 2間×

1間であるが、柱穴のイ犬態から見れば2間 ×3間の建物跡と考えるのが妥当であろう。また

柱間は2.5mを計り、柱穴は径40cm前後で円形のものが主である。

その他、ピットを多数確認しており、等間隔で直線を作る所は数ケ所あるが、他のビッ

トが直交して建物跡とするには若干無理があるため、今回の調査地点での建物跡は上記の

SB-1だ けと考えている。
くSX-1〉
SX-1は 、遺構面を精査した時点でトレンチ南端に遺物を包含した茶褐色粘質土の入

った落ち込みを確認した。当初、沼もしくは湿地状の遺構と考え、茶褐色粘質土層を掘り下

げたが、この層に包含された遺物は他の所に較べると比較的多く、また廃棄された土器が

その場で割れた様な出土状況を示すものもあった。出土遺物は、古墳時代前期と考えられ

る土師器が出土している。この包含層は、40～ 50cmの厚さがあつたが、この層を取り去っ

ても地山の土は確認できず、土層は砂質から砂層に変った。最終的には、水の湧いて来る

砂利層まで掘り込んだが、SX-1内 埋土第3層 の青灰色シルト層から青灰色砂層に至る

層で 3点ほどの縄文時代晩期後半の土器片が出土した。また、SX-1の肩を出すため掘り

込んだところ、遺構面である褐黄色粘質土層の下に縄文時代晩期の遺物の包含層である青

灰色シルト層および青灰色砂層が入り込むことを確認した。このことから当地の地形を考え

れば、低湿地もしくは河床状の所を犬上川の沖積作用によって、沖積地が形成され始
めたのが

縄文時代晩期のことである。この低湿地の大半が沖積地化したのは、古墳時代前期のことで

ある。この時期に湿地もしくは沼状に残されたのがSX-1に あたる所で、この時点でも

古墳時代前期の遺物を包含しながら沖積化が進行したことが考えられる。以上の様なプロ

セスを経て沖積地として形成され、当遺跡の過去の調査例から見れば縄文時代後期から沖

積作用が加速度的に進行したと思われる。このため、沖積地化がある程度進んだ古墳時代

前期以前の人々の生活場所は、その時代に微高地化した所を選んで占地していたが、極め
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て不安定な地形であったことが考えられる。

3. ま と

福満遺跡の今回の調査は、調査範囲が極めて限られたものであり遺跡全体の性格を把握

するまでには至らなかったが、以前の調査で確認した縄文時代後期前半および縄文時代晩

期後半の包含層は、 2次的な包含層と考えていたが、今回のSX-1の 調査でその性格が
より明確になった。すなわち、住居等の生活面は当時としては微高地であったろう沖積地

化の進んだ所が選ばれていたと考えられるが、沖積地化の進行と共に遺跡ごと削平される

様な激しい沖積作用があり、低湿地に2次的な包含層として残された。このため、場所、

時間的な連続性はこの時代には認められない。この地が沖積地として地形的に安定化する

のは、沖積作用がある程度進んだ古墳時代前期以降であるが、この時代も二部埋め残され

た地点では沖積地化が進んでいた。以上の様な自然地理的な特徴を福満遺跡は示している

ことが、今回の調査で明確になった。

溝、ピット等の遺構は、その埋土中に時期を明確に表わす資料は出土しなかったが、溝

とSX-1と の切り合い関係やSX-1の 近くではピットがあまり検出できなかったこと
を考えあわせれば、SX-1の 堆積が終った古墳時代以降のものであることが推測できる。
今後、福満遺跡の調査が進めば、より豊かな歴史が私達の目の前に明らかになるだろう。

め
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巡
根
目

「
¨
＝
墾

邸

¨
掻
嬰

Ｊ
燿
皿
Ｓ

¨
朧
Ｊ

輛
佃
詳
撫
掏
禦
合

Ｏ
Ｓ
柾
昌

「
¨
引
墾

杯
争
傘

¨
掻
撃

Ｊ
鯉
ぷ
邸

¨
朧
Ｊ

輛
佃
掏
認
さ

Ｏ
卜
ヽ
目

∞
¨
＝
墾

邸
傘
傘

¨
岱
撃

Ｊ
燿
漁
罫

¨
朧
Ｊ

和
佃
＋
撫
掏
禦
全

Ｏ
Ｓ
混
目

【
¨
引
墾

悧

駆
。
側
駆
祇
ヘ

埋
壼
旧
Ｃ
縮
せ
る
「
牌
旧
く
Ｃ
縮
曖
□

・
縮
緊
　
ｏ

。
悧
需
ふ
く
週
旧
Ｃ

′
築

Ю
埒
〕
Ｓ
Ｋ
分
製
Ｏ
Ｓ
〓
Ｒ
串
恒
疎

′
週
千
せ
　
ｏ

。
罫
Ｋ
分
製
Ｏ
彗
軍
Ｒ
器
星

゛
司
に
ま
Ｃ
週
縮
画
　
ｏ

。
副
朧
ヽ
へ
駆
星
巡
悧
駆

ふ
く
ヽ
′
里
お
測
旧
く
超
静
せ
０
「
牌
旧
К
千
画
　
ｏ

。
側
需
摯
小
旧
く
迦
千
画
　
ｏ

０
罫

Ｋ
分
製
Ｏ
Ｓ
扁
Ｒ
唱
星
゛
Ｎ
縮
せ
る
「
紀
縮
画
　
ｏ

。
悧
需
体
へ
埋

邸
測
駆
ふ
く
迦
旧
Ｃ
縮
画
０
「
緯
旧
く
К
縮
せ
　
ｏ

。
側
朧
祇
へ
迦
旧
ま
縮
画
　
ｏ

。
罫
Ｋ
ｅ
収
Ｏ
墨
熙
Ｒ
器
　
ｏ

。
Ｓ
Ｋ
ｅ
製
Ｏ
Ｓ
軍
踊
器
　
ｏ

脳

畿

。
ヾ
卜

一
昌
口
）
体
小
輝
３
謳

′
迦
縮
普
　
ｏ

。卜
や
掏
曖
日
回
む

Ⅸ
ヾ
§
£
３
で
掃
曖
口

′
ｓ
準
争
０

′
迦
輪
郭
　
ｏ

。
ヾ
黙

。
ヾ

然
食
＝

‐

゛
倒
）
⊃
邸
く

〉
韻
迦
縮
せ

′
）
画
絆
で
輪
画
　
ｏ

。
Ю
築
＝
゛
樹
）

Ｄ
邸
く

〉
謳
セ
縮
せ

′
Ｄ
掏
掏
画
ぐ
目
迦
輪
画

ヽ
ｏ

。
ヾ
築
↓
゛
倒
星
ぐ
筋
則
Ｃ
）
う
邸
式
壼
縮
せ
　
ｏ

．卜
苺

掏
画
ぐ
目

′
ｓ
せ
）
む
ｔ

ｓ
怒
型
旧
く
迦
縮
画
　
ｏ

。
ヾ
築
↓
゛
樹
）
⊃
邸
く

〉
頷

′
週
縮
せ
　
ｏ

。
〉
セ
築
昌
壼
千
画
　
ｏ

。
〉
眠
星
≦

「
く

、
い
」
迦
縮
墨
　
○

箱
ｅ
叫
　
誕

）
マ

則
縮
画

０

．０
　
　
　
ヽ

∞

．Ю
　
　
　
ヽ

？
卜

即
眠
駆

『
Ю

測
縮
画

ミ
串

・
照
脚

襴 虐縮
軍画

縮
画
セ
量

聰

最

引

縮
昌
佃
器

臨

最

引

中

榊
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撫
　
鰹

興

佃

刷

（幽
＝
回
禦

Ｊ
燿
億
）

Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｘ
∽

掻
撃

・
肥
Ｊ

・
引
墾

啓
傘
０

¨
怪
撃

Ｊ
胆
憔
Ｓ

¨
駆
Ｊ
輛

佃
嘲
全
興
掏
認
さ

Ｏ
卜
ヽ
目

】
¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
暉
Ｓ

¨
駆
Ｊ

Ц
禦

¨
引
墾

杯

¨
掻
嬰

Ｊ
Ⅲ
バ

¨
駆
Ｊ

和
佃
キ
拠
や
禦
台

Ｏ
卜
ヽ
目

Ｈ
¨
引
墾

邸

¨
優
撃

Ｊ
Ｘ
Ｓ

¨
駆
Ｊ

ф
伽
掏
望
台

Ｏ
ト
パ
ロ

「
¨
＝
墾

邸

¨
塔
襲

Ｊ
憔
ポ

¨
需
Ｊ
輛

伽
嘲
へ
興
掏
望
ぬ

Ｏ
巡
混
目
【
¨
＝
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
叩
部

一
駆
Ｊ

輛
佃
掏
興
合

Ｏ
Ｓ
温
目

［
¨
＝
墾

和
佃
キ
撫
掏
興
合

Ｏ
巡
混
目

Ｎ
¨
＝
墾

測

需

。罫
Ｋ
ｅ
製
Ｏ
Ｓ
覇
Ｒ
躍

。や
せ
）
ｅ
馴
）
＝
鬱
望
≦

「
ヾ
ζ
」
週
枡
画
聘

○○

。
副
駆
鯨
ホ
迦
阿
ま
縮
画
・

ｏ

。
測
駆

篠
小
迦
目
ま

′
⊃
優
掏
慄

ｓ
墾
う
望
恒
Ｃ
縮
昌
　
ｏ

。
副
駆
鯨
へ

迦
口
く
Ｃ

′
Ｄ
優
掏
慄

ｓ
堕
う
望
旧
Ｃ
で
千
墨
　
ｏ

。測
駆
体

ホ
ロ
ヽ
口
週
旧
く
Ｃ
輪
せ
ヽ
「
絆
旧
超
千
状
Ｋ
　
ｏ

。
副
駆
Ｋ

ｓ
Ｓ
心
ζ
迦
千
丼
＝
旧
ま
縮
株
К
　
ｏ

。
●
黙
£
睡
掏
条
熱
嗽
迦
に
Ｅ
Ｏ
「
緯
輪
普
曖
回
　
ｏ

、
側
需
摯
小
巡
口
く
Ｃ

′
壼
縮
曖
回
　
ｏ

。
副
需
鯨
ホ
巡
星
゛
Ｎ
に
よ
Ｃ

′
迦
千
曖
巨
　
ｏ

。
ヾ
ミ
ｒ
”

測
側
需
ヽ
く
迦
阿
窓
縮
丼
卜
縮
礎
口
゛
４
千
郭
　
ｏ

騒

ミ
。
Ю
ミ
£
“
Ｎ

卜
仲
掏
Ｋ

∞

′
莉
眠
足
≦

「
Ｋ

へ
い
」
迦
輪
昌
　
○

ミ

じ

区
星
≦

「
く

、
い
」

（
辻
掏
喘
尋
墨

′
迦
千
墨
　
ｏ

。
〉
眠
星
で
縮
Ｄ
躙
く
迦
縮
曖
回

。卜
掻
掏
≦

「
く
１
２
」
週
縮
状
Ｋ

○  ○

。
ヾ
辻
星
ぐ
加
曖
回
卜
Ⅲ
）
⊃

Ｉ
莉
悪
型
像
卜
Ｎ
快
＝
）
Ｄ
ｓ
騒
恒

′
煙
確
普
　
ｏ

じ

眠

望
≦

「
く
、
い
」
゛
築
樋
Ｄ
瓢
式

′週
輪
曖
巳
　
○

。
Ю
縫
く
０
籠
日
３
闊
望
恒
式

′
Ｄ

■
く
悩
０

〉
懺
望
択
＝
）
Ｄ

ｓ
昌
旧

′
壼
縮
普
　
ｏ

じ

圏

型
算

「
く

へ
い
」

゛
築
苺
う
副
ま

′迦
枡
暉
回
　
○

ヽ

〉
闊
望
択
卜
測
択
↓
）
Ｄ
ｓ
騒
口

′
迦
輪
善

。
〉
眠
）
う
邸
く
壼
輪
礎
回

′
ｓ
灘

〉
「
煙
輪
郭

O○

箱薇

運 担
器
則
巳

∞
‘
Ｈ
　
則
回

ヾ

．
Ｈ
Ｈ
　
　
　
ミ

卜

．ヾ

日
　
　
　
、

ミ
串

・
照
脚

輪
墨
～
位

鵠

檻

引 ‖懲
騰

最 硼

引

中

榊
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柵
　
樫

（興
＝
凱
禦

Ｊ
叩
く
）

Ｃ

】
Ｉ
Ｘ
の

ミ

怪
撃

・
駆
Ｊ

・
引
墾

杯
傘
争

¨
塔
撃

Ｊ
鰹
漁
も

¨
駆
Ｊ

杯
傘
０

¨
掻
撃

Ｊ
叩
嶽

¨
駆
Ｊ

慟
佃
掏
興
合

Ｏ
巡
橿
目

∞

¨
引
墾

邸

¨
掻
撃

Ｊ
叩
Ｓ

¨
需
Ｊ
釉

佃
嘲
全
国
０
禦
合

Ｏ
卜
ヽ
目

［
¨
引
墾

邸

¨
悩
嬰

Ｊ
熙
区

¨
需
Ｊ

Ц
鰹

¨
引
墾

杯
傘
キ

¨
怪
撃

Ｊ
鰹
漁
器

¨
駆
Ｊ
ф

佃
嘲
全
興
掏
認
台

Ｏ
Ｓ
粗
昌

Ｎ

¨
＝
墾

邸

Ｊ
叩
憔
Ｓ
Ц
興

基露墨

杯
傘
傘

¨
掻
襲

Ｊ
燿
皿
邸

¨
需
Ｊ

和
佃
キ
撫
掏
望
合

Ｏ
卜
ヽ
目

［
¨
引
墾

tll

朧

。
罫
Ｋ
ｅ
紀
Ｑ
墨
軍
憮
串
壼
製

′
）
測
艦

ヽ
小
駆
迦
阿
К
輪
善
゛
条
口
く
千
丼
調
縮
曖
巳
　
ｏ

。
測
需
鯨

小
埋
型

゛
Ｎ
阿
く
К

′
煙
輪
嘩
巨
ヽ
「
緯
掃
邸
　
ｏ

。悧
駆
体

ホ
郷
星

“
Ｎ
口
煮
Ｃ

′
迦
縮
曖
巳
０
「
牌
縮
邸
　
ｏ

。
副
需
鯨

へ
輝
迦
枡
書
　
ｏ

。悧
駆
鯨
ホ
駆
さ
測

需
ふ
く
壼
恒
К

′）
悧
駆
心
′
島
一に
く
縮
曖
回
　
○

。
測
羅
妹
へ
謳
星
゛
Ｎ
旧
意
Ｃ

′週
輪
曖
回
　
ｏ

。
副
冊
祇
へ
駆

′
型
縮
饗

。
測
需
ふ
く
に
ま
Ｃ

′
壼
輪
曖
巳

○ ○

。
測
需
鯨
へ
運
星

θ
掏
口
ま
く

′
迦
縮
曖
巨
　
ｏ

脳

幾

。
Ю
ｅ
拘
牌
）
う
■
ぐ
悩

。
Ю
ｅ
“
牌
越

「
幾
国

図
」
口
藝
む
ｔ

ｓ
鰤
掏
引
禦
星
快
ト
ロ
く
縮
善
　
ｏ

じ

肥
）
Ｄ
邸
本
電
輪
曖
口

′
ｓ
灘

〉
「
週
輪
郭
　
ｏ

。
ヾ
卜
型
ぐ
編
Ｄ

■
ぐ
悩
０
足
快
卜

′築
ヾ
ｅ
樋
緯

〉
択
迦
縮
普
　
ｏ

じ

眠
星

≦

「
く

、
い
」
迦
縮
礎
回

′
ｓ
業

〉
「
通
輪
郭
　
ｏ

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ヾ
９
拘
牌
）
⊃

ヨ
ぐ
悩
０

〉
闊
越
択
卜

′Ｄ
ｓ
騒
恒

′
壼
縮
普

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
〉
眠
）
う
邸
式
゛
築

珈
う
嘔
Щ

〉
韻
迦
輪
礎
回

′
ｓ
業

〉
「
煙
輪
郭

○○

。
輛
Ｒ
掏
阿

＝
縮
普

′黙
く
掏
騨
目
Ｏ
礁

ヾ
週
口
＝
縮
暉
Ｅ
　
ｏ

。
ゆ
ｅ
拘
牌
）
や

拘
ト

＝
掏
縮
普

′
約
眠
）
Ｄ
邸
く

〉
韻

′
セ
縮
曖
回
　
ｏ

。
ヾ
ｅ
拘
緯
望
゛
丼
）
Ｄ
ｓ
騒
旧

′
煙
輪
普
　
ｏ

。
腿
口
＝
Ｏ

「
〉
」
ヾ

§
や
３

〉
眠
゛
築
響
Ｄ
邸
く

〉
韻

′
型
縮
曖
日
　
ｏ

。
腿
回
≦

「
回
な
出
」
ヾ
§
£
３
ヾ
卜

ｓ
昌
旧

掏
縮
普

′
ｓ
築
＝
゛
樹
）
Ｄ
超
回

′
迦
縮
曖
回
　
○

′
ゴ

じ
嘲

運

卜
ヽ
日
　
測
口

卜

．寸
Ｈ
　
　
　
ミ

∞

．∞
日
　
　
　
ヽ

〇

．∞
い
　
　
　
ヽ

マ

．Ю

】
　

　

　

ミ

∞

ｒ霜
い
　
　
　
ヽ

機
器

・
照
脚

騰

檻 佃

引

騰

檻 即

‖

中
榊

銀
い
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撫
　
選

（四
＝
凱
禦

Ｊ
暉
燎
）

Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｘ
の

ミ

怪
選

・
需
Ｊ

・
＝
墾

邸

¨
優
撃

Ｊ
駆
漁
器

¨
需
Ｊ

Ц
鰹

¨
＝
墾

杯

Ｊ
叩
憔
罫
Ц
禦

‖ 駆 怪
墾 J撃

邸
黎
黎

¨
掻
撃

Ｊ
叩
興

¨
駆
Ｊ
輛

佃
嘲
金
興
掏
望
ヽ

Ｏ
さ
柱
目

∝
¨
＝
墾

杯

¨
掻
撃

Ｊ
燿
憔
ぷ

¨
駆
Ｊ

輛
佃
キ
撫
掏
興
合

Ｏ
ト
ベ
昌

【
¨
引
迎

・邸
學
傘

¨
掻
襲

Ｊ
燿
憔
器

¨
朧
Ｊ

輛
伽
掏
興
合

Ｏ
Ｓ
混
目

Ｈ
¨
＝
墾

杯

¨
怪
襲

Ｊ
興
ぷ

¨
駆
Ｊ
ф

佃
嘲
金
興
掏
興
全

Ｏ
Ｓ
柾
目

【
¨
引
墾

Ｊ
燿
ポ
ヽ
ポ

¨
需
Ｊ

ф
佃
肝
撫
掏
認
さ

Ｏ
卜
ヽ
目

【
¨
＝
墾

tll

需

。
測
羅
は
へ
埋
型

つ
Ｎ
に
ま
Ｃ

′
壼
縮
曖
巨
　
ｏ ○ ○ ○ ○ ○

。
測
需
妹
へ
駆
迦
縮
曖
口
ｂ
「
髯
目
ま
Ｃ
縮
邸
　
ｏ

。測
駆
ふ
く
週
に
く
輪
せ
　
ｏ

馳

ミ

。
縣
□
≦

「
巳
む

駆
」
Ю
９
０
３
ヾ
０
わ
絆

〉
ぱ
掏
縮
害

′
ｓ
築
＝

゛
倒
）
う
週
凹
迦
縮
曖
回

′
ｓ
準
０
キ
壼
縮
邸
　
ｏ

。
腿
回
邸

「
日
む
Ⅸ
」

Ю
９

Ｒ
３
ヾ
合
わ
緯
望
゛
丼
掏
千
善

ｓ
築
＝
゛
倒
）
う

通
Щ
週
縮
曖
□

′
０
「
輪
郭
３
゛
゛
準

ｓ
悩
く
　
ｏ

．
腿
巨
≦

「
日
む
Ⅸ
」
ヾ
ｇ
や
３
Ю
ｅ
狗
牌

〉
択

掏
輪
善

′
わ
眠
゛
後
や
Ｄ
週
嘔

〉
眠
週
輪
曖
回
　
○

。
縣
口
≦

「
日
む
出
」

Ю
§
£
３
ヾ
辻
望
く
筋

う
■
ぐ
悩
０
０
，
掏
縮
普

ｓ
築
＝
゛
樹
）
う
週
Щ

〉
韻
通
縮
腿
回

′
０
「
輪
郭
３
禅
゛
業
ｓ
悩
ぐ
　
ｏ

。
礎
日
ぶ

「
日
む
出
」
Ю
９
Ｒ
３
ヾ
ｅ
拘
緯

）
Ｄ

ｓ
昌
に

〉
懺
掏
縮
害
ｓ
後
＝
゛
倒
）
う
■
回

〉
頷
迦
千
礎
巳

′
ｓ
「
枡
緊
３
響
゛
業

ｓ
悩
捻
　
ｏ

。
曖
回
≦

「
巳
む
出
」

ヾ
§
£
３
ヾ
０
わ
牌

〉
択
掏
縮
害
莉
阻
）
Ｄ
週
興

〉
韻
で
輪
曖
Ｅ

′
ｓ
「
輪
郭
３
苺
゛
灘

ｓ
悩
く
　
ｏ

。
嘩
巳
≦
「
巳
誉
Ⅸ
」

ヾ
ｇ
£
３
卜
■
莉
悪
越
軍
く

）
Ｄ
ｓ
騒
旧

〉
謳
掏
縮
害

ｓ
築
調
゛
樹
）
う
組
日

〉
燎
迦
輪
腿
巳

′
ｓ
「
鮒
邸
３
響
゛
葉

ｓ
悩
く
　
ｏ

箱
じ
嘲
　
運

Ю
ぶ
Ｈ
　
即
日

卜
．Ｈ
Ｎ
　
　
　
ミ

Ｑ

．∞
Ｈ
　
　
　
、

卜

．０
「
　
　
　
、

卜

．Ю
Ｈ
　
　
　
ミ

Ｎ

．０
日
　
　
　
、

∞

．Ю
Ｈ
　
　
　
ミ

ミ
臨

・
照
脚

串

星 lll

引

中

脚
Ｎ
∞
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柵
　
選

（幽
引
凱
禦

Ｊ
燿
く
）

Ｃ

一
Ｉ
Ｘ
∽

ミ

播
嬰

・
駆
Ｊ

・
引
墾

邸
０
キ

¨
掻
撃

椰

¨
掻
撃

Ｊ
区
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今回調査地 (福満遺跡 ) 天 王 山 遺 跡 21 竹 ケ 鼻 廃 寺

2 品 井 戸 遺 跡 12 天 王 山 南 遺 跡 22 丁 田 遺 跡

3 七 講 田 遺 跡 13 雨 壷 山 遺 跡 23 遊 行 塚 遺 跡

4 中 久 保 遺 跡 14 雨 壺 山 東 遺 跡 Z 藤 丸 性退 跡

5 下 野 々 上 遺 跡 15 下 沢 遺 跡 25 上 沢 尻 遺 跡

6 ― ツ ヤ 遺 跡 16 東 沼 波 遺 跡 26
日

Ｊ 田 色理 跡

7 木 戸 口 遺 跡 17 道 ノ 下 遺 跡 27 蓮 台 寺 遺 跡

8 山 之 脇 遺 跡 18 須 遺  跡 28 石 原 色退 跡

9 天 王 山 北 遺 跡 19 西
△
η 遺 跡 29 横 地 色退 跡

10 山 畑 色退 跡 η 椿 塚 遺 跡 30 堀 」退南 跡

図版 1 調査遺跡位置図
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